
公
的
介
護
保
険
制
度
と
は
？

　
「
公
的
介
護
保
険
制
度
（
介
護
保
険
）」
と

は
、
40
歳
以
上
の
人
全
員
が
加
入
を
義
務
付
け

ら
れ
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
公
的
な
制
度
で

す
。
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
合
う
目
的
で

2
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
上
手
に

制
度
を
利
用
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
選
択
す
る
こ
と
で
介
護
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
制
度
の
基
本

的
な
仕
組
み
を
整
理
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
や
最
寄
り
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行

う
と
、
所
定
の
審
査
を
経
て
ど
の
程
度
、
介
護

や
支
援
が
必
要
か
を
判
断
さ
れ
ま
す
。
介
護
や

支
援
が
必
要
だ
と
認
定
さ
れ
た
あ
と
は
、
地
域

の
各
介
護
事
業
者
に
い
る
専
門
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
制
度
対
象
内
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用
の

１
割
の
自
己
負
担
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

人
は
、
２
割
も
し
く
は
３
割
）
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
制
度
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス

は
全
額
自
己
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
か
、
制

度
対
象
内
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、
７
段
階

の
要
介
護
状
態
区
分
（
要
支
援
度
は
２
段
階
・

要
介
護
度
は
５
段
階
）
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て

い
る
一
定
の
支
給
限
度
額
の
超
過
分
は
自
己
負

担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
、
要
介
護
度
で

異
な
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

各
市
区
町
村
に
お
け
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
総
事
業
費
用
が
異
な
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
内

快
適
な
介
護
生
活
を

過
ご
す
た
め
に
、

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

高
齢
者
の
介
護
負
担
が
話
題
に
上
が
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
秋
号
の
「
教
え
て
！ 

知
る

ぽ
る
と
」
で
、
介
護
相
談
編
と
し
て
、
家
族
に
介
護
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
際
、「
ど
こ
で
、
誰
に
相
談
す

る
べ
き
か
」、「
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
な
の
か
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
実
際
に
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
際
に
、
介
護
す
る
人
・
さ
れ
る
人
の
双
方
に
と
っ
て
快
適
な
介
護
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
適
切
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
在
宅
介
護
、
施
設
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
、
介
護
施
設
の
選
び
方
と

い
っ
た
実
地
に
即
し
た
情
報
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。
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容
や
費
用
負
担
額
な
ど
は
お
住
ま
い
の
自
治
体

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
介
護
を
す
る
人
で
は
な

く
、
介
護
を
さ
れ
る
人
が
住
む
地
域
の
ケ
ー
ス

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
市
区

町
村
で
は
、
介
護
保
険
制
度
利
用
の
手
引
き
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
負
担
額
な
ど
を

含
め
、
制
度
概
要
や
利
用
手
順
な
ど
を
紹
介
し

た
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
役
所
の
窓
口
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
る

の
で
、「
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
の
か
」、「
介
護
費
用
は
ど
の
程
度
必
要
か
」

を
知
る
目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
介
護
保
険
で
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
【
図
表
１
】。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
状
態
区
分

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。要
介
護
認
定
で
あ
れ
ば
、

図
表
１
に
示
す
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
す
べ
て

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
要
支
援
認
定
で
あ
れ
ば
、

図
表
１
の
右
欄
に
★
が
付
い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
み
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
主
に
「
居
宅
介
護
」、

「
地
域
密
着
型
」、「
施
設
介
護
」
の
３
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

【
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
】

　
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
一
般
的
に
、

自
宅
に
住
み
な
が
ら
介
護
を
受
け
る
の
に
適
し

た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

例
え
ば
、訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

や
看
護
師
が
自
宅
へ
訪
問
し
て
介
護
や
看
護
、

生
活
支
援
を
す
る
「
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
」。
食

事
や
排
泄
、
買
い
物
代
行
な
ど
の
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
、
日
中
は
施
設
に
通
い
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
入
浴
や
ラ
ン
チ
な
ど

の
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
「
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
」。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ

ア
が
代
表
例
で
、
介
護
を
さ
れ
る
人
の
ス
ト
レ

ス
解
消
に
加
え
、
自
宅
で
介
護
を
す
る
家
族
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
は
、
施
設
に
短
期
間
入
所
し
て
、
日

常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。

介
護
を
す
る
人
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一

時
的
に
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
場
合
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
は
、
自
宅
か
ら
施
設
に
移
り
住
ん
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」。「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
指
定

を
受
け
た
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
型

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
一
見
、
介
護
施
設
と
考
え
が

ち
で
す
が
、
介
護
保
険
上
は
「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」
の
一
つ
と
分
類
さ
れ
ま
す
。

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

　
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
要
支
援
・
要

介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
が
、
無
理
な
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
す

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
者
は
原
則
と

し
て
、
そ
の
市
区
町
村
の
住
民
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
訪
問
介
護
・
看
護
の
よ
う
な
「
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
似
た
サ
ー
ビ
ス
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の

特
徴
は
、
小
規
模
な
施
設
で
顔
な
じ
み
の
職
員

か
ら
介
護
や
看
護
を
受
け
た
り
、
自
宅
で
頻
繁

に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
身
の
回
り
の
こ

と
が
で
き
る
要
支
援
２

以
上
の
認
知
症
の
人
が

５
人
～
９
人
で
共
同
生

活
を
行
う
「
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

24
時
間
対
応
で
１
日

に
短
時
間
、
複
数
回
訪

問
介
護
・
看
護
を
受
け

ら
れ
る
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
」、
さ
ら
に
は

「
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
」、「
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介

護
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、「
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
と
し
て
、「
通
い
」、「
訪
問
」、「
泊

ま
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。「
居
宅
介
護
」
の
場
合
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
契
約
・
手
続
き
を
し
、
事
業

者
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、「
看
護
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
諸

手
続
き
や
事
業
者
選
び
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま

す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
特
定
の
一

つ
の
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
た
め
、
顔
な
じ

み
の
職
員
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
安
心
感
も
あ
り
ま
す
。

【
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
】

　
「
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、「
介
護
状
態
が

深
刻
で
常
時
介
護
が
必
要
」、「
自
宅
に
住
み
な

が
ら
介
護
を
受
け
る
の
が
難
し
い
」
場
合
に
施

設
に
入
所
し
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

施
設
は
、
以
下
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
一
つ
目
は
、
医
療
は
不
要
で
す
が
、
常
時

介
護
が
必
要
な
要
介
護
３
以
上
の
人
が
申
し
込

め
る
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）」。
二
つ
目
は
、
在
宅
復
帰
を
め
ざ
し

３
カ
月
間
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
「
介
護
老
人
保
健
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居宅介護
サービス

訪問系サービス

訪問介護（ホームヘルプサービス） ★
訪問入浴介護 ★
訪問看護 ★
訪問リハビリテーション ★
居宅療養管理指導 ★

通所系サービス
通所介護（デイサービス） ★
通所看護 ★
通所リハビリテーション（デイケア） ★

短期入所系
サービス

短期入所生活介護（ショートステイ） ★
短期入所療養介護 ★

居住系サービス 特定施設入居者生活介護 ★

地域密着型サービス

夜間対応型訪問介護
認知症対応型通所介護　　　 ★
小規模多機能型居宅介護                           ★
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護（グループホーム) ★
（要支援２のみ）

地域密着型特定施設入居者生活介護（小規模）
地域密着型介護老人福祉施設（小規模）
看護小規模多機能型居宅介護

施設介護サービス
介護老人福祉施設 （特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設
介護医療院・介護療養型医療施設

※要介護はすべて適用。要支援は右欄の★が付くサービスのみ適用。			 

【図表1】 公的介護保険制度で利用できる介護サービス

容
や
費
用
負
担
額
な
ど
は
お
住
ま
い
の
自
治
体

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
介
護
を
す
る
人
で
は
な

く
、
介
護
を
さ
れ
る
人
が
住
む
地
域
の
ケ
ー
ス

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
市
区

町
村
で
は
、
介
護
保
険
制
度
利
用
の
手
引
き
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
負
担
額
な
ど
を

含
め
、
制
度
概
要
や
利
用
手
順
な
ど
を
紹
介
し

た
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
役
所
の
窓
口
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
る

の
で
、「
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
の
か
」、「
介
護
費
用
は
ど
の
程
度
必
要
か
」

を
知
る
目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
介
護
保
険
で
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
【
図
表
１
】。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
状
態
区
分

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。要
介
護
認
定
で
あ
れ
ば
、

図
表
１
に
示
す
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
す
べ
て

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
要
支
援
認
定
で
あ
れ
ば
、

図
表
１
の
右
欄
に
★
が
付
い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
み
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
主
に
「
居
宅
介
護
」、

「
地
域
密
着
型
」、「
施
設
介
護
」
の
３
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

【
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
】

　「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
一
般
的
に
、

自
宅
に
住
み
な
が
ら
介
護
を
受
け
る
の
に
適
し

た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
例
え
ば
、訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

や
看
護
師
が
自
宅
へ
訪
問
し
て
介
護
や
看
護
、

生
活
支
援
を
す
る
「
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
」。
食

事
や
排
泄
、
買
い
物
代
行
な
ど
の
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ほ
か
に
は
、
日
中
は
施
設
に
通
い
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
入
浴
や
ラ
ン
チ
な
ど

の
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
「
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
」。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ

ア
が
代
表
例
で
、
介
護
を
さ
れ
る
人
の
ス
ト
レ

ス
解
消
に
加
え
、
自
宅
で
介
護
を
す
る
家
族
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
施
設
に
短
期
間
入
所
し
て
、
日

常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。

介
護
を
す
る
人
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一

時
的
に
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
場
合
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
後
は
、
自
宅
か
ら
施
設
に
移
り
住
ん
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」。「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
指
定

を
受
け
た
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
型

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
一
見
、
介
護
施
設
と
考
え
が

ち
で
す
が
、
介
護
保
険
上
は
「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」
の
一
つ
と
分
類
さ
れ
ま
す
。

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

　「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
要
支
援
・
要

介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
が
、
無
理
な
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
す

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
者
は
原
則
と

し
て
、
そ
の
市
区
町
村
の
住
民
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
訪
問
介
護
・
看
護
の
よ
う
な
「
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
似
た
サ
ー
ビ
ス
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の

特
徴
は
、
小
規
模
な
施
設
で
顔
な
じ
み
の
職
員

か
ら
介
護
や
看
護
を
受
け
た
り
、
自
宅
で
頻
繁

に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
身
の
回
り
の
こ

と
が
で
き
る
要
支
援
２

以
上
の
認
知
症
の
人
が

５
人
～
９
人
で
共
同
生

活
を
行
う
「
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

24
時
間
対
応
で
１
日

に
短
時
間
、
複
数
回
訪

問
介
護
・
看
護
を
受
け

ら
れ
る
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
」、
さ
ら
に
は

「
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
」、「
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介

護
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、「
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
と
し
て
、「
通
い
」、「
訪
問
」、「
泊

ま
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。「
居
宅
介
護
」
の
場
合
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
契
約
・
手
続
き
を
し
、
事
業

者
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、「
看
護
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
諸

手
続
き
や
事
業
者
選
び
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま

す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
特
定
の
一

つ
の
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
た
め
、
顔
な
じ

み
の
職
員
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
安
心
感
も
あ
り
ま
す
。

【
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
】

　「
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、「
介
護
状
態
が

深
刻
で
常
時
介
護
が
必
要
」、「
自
宅
に
住
み
な

が
ら
介
護
を
受
け
る
の
が
難
し
い
」
場
合
に
施

設
に
入
所
し
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
施
設
は
、
以
下
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
一
つ
目
は
、
医
療
は
不
要
で
す
が
、
常
時

介
護
が
必
要
な
要
介
護
３
以
上
の
人
が
申
し
込

め
る
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）」。
二
つ
目
は
、
在
宅
復
帰
を
め
ざ
し

３
カ
月
間
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
「
介
護
老
人
保
健

施
設
」。
三
つ
目
は
、
療
養
生
活
が
必
要
な
人

向
け
の
「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型
医
療
施

設
（
２
０
２
４
年
３
月
ま
で
に
介
護
医
療
院
に

転
換
予
定
）」。
詳
し
い
説
明
は
、
次
章
で
民
間

の
施
設
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

民
間
・
公
的
施
設
を
含
め
た

高
齢
者
施
設
・
住
宅

　
こ
こ
ま
で
は
介
護
保
険
制
度
上
の
サ
ー
ビ
ス

別
に
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
民

間
の
施
設
も
加
え
て
、「
高
齢
者
施
設
・
住
宅
」

と
し
て
の
種
類
別
に
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

【
図
表
２
】。

　
高
齢
者
施
設
・
住
宅
は
、
大
き
く
「
住
宅
系
」

と
「
施
設
系
」
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、「
住
宅
系
」
は
、
文
字
通
り
住
ま
い
と

し
て
の
機
能
に
重
き
を
置
い
た
高
齢
者
向
け
住

宅
で
あ
り
、
独
自
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し

て
外
部
の
事
業
者
と
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
民
間
施
設
で
は
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
（
サ
高
住
）」、「
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
」
な
ど
が
「
住
宅
系
」
に
該
当
し
ま
す
。

公
的
施
設
は
自
立
型
・
介
護
型
の
２
種
類
に
分

か
れ
て
い
る
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
の
う
ち
、
自
立

型
の
場
合
の
み
「
住
宅
系
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　「
住
宅
系
」で
は
、要
介
護
度
が
高
く
な
る
と
、

「
外
部
サ
ー
ビ
ス
で
は
十
分
な
介
護
が
受
け
ら

れ
な
い
」、「
支
給
限
度
額
内
の
サ
ー
ビ
ス
で
は

不
足
し
、
自
己
負
担
分
が
高
額
に
な
る
」
と
い

っ
た
こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。
例
え
ば
、「
サ

高
住
」
で
は
、
認
知
症
と
な
り
、
ほ
か
の
入
居

者
に
迷
惑
行
為
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
退
去
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
、「
終
の
す
み
か
」

に
は
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
点
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、「
施
設
系
」
は
、
施
設
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
の
な
か
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
て
い
ま

す
。
公
的
施
設
に
は
前
述
の
「
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
介
護
老

人
保
健
施
設
」、「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
」
が
該
当
し
ま
す
。
入
居
時
に
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
月
額
費
用
と
し
て
５
万

円
～
17
万
円
が
か
か
り
ま
す
（
所
得
の
少
な
い

人
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
）。

　
民
間
施
設
の
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

で
は
、
入
居
時
費
用
は
０
円
～
数
億
円
、
月
額

費
用
（
介
護
費
用
を
除
く
）
と
し
て
11
万
円
～

80
万
円
か
か
り
ま
す
。
都
市
部
か
郊
外
か
と
い

っ
た
地
域
性
に
よ
っ
て
も
価
格
帯
は
幅
広
く
、

施
設
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

同
じ
く
民
間
施
設
の
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

で
は
、
入
居
時
費
用
は
０
円
～
数
十
万
円
、
月

額
費
用
（
介
護
費
用
を
除
く
）
と
し
て
12
万
円

～
20
万
円
か
か
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
定

員
が
９
人
、
も
し
く
は
18
人
と
小
規
模
で
あ
る

た
め
、
一
部
で
は
民
家
な
ど
の
比
較
的
小
さ
い

建
物
を
施
設
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
や
、

共
同
生
活
と
い
う
前
提
上
、
居
室
内
に
専
用
の

ト
イ
レ
や
洗
面
所
が
な
く
、
入
居
者
同
士
で
共

用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
公
的
施
設
と
比
較
し
て
も
大

差
な
い
水
準
の
費
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム

費
用
の
し
く
み

　
基
本
的
に
は
、
予
算
や
受
け
ら
れ
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
施
設
を
選
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
希
望
す
る
施
設
が
満
室
で
す
ぐ

に
入
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
公
的
介
護
保
険
３
施
設
（「
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
介
護
老

人
保
健
施
設
」、「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
」）
は
、
費
用
が
安
い
た
め
入
居
申

込
み
が
集
中
し
が
ち
で
す
が
、
要
介
護
度
が
高

い
、
介
護
す
る
人
が
い
な
い
、
緊
急
度
の
高
い

人
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
待
機
期
間
が
数
年
に

及
ぶ
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
間

の
待
機
が
難
し
く
、
民
間
の
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
民
間
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用

（
前
払
金
と
月
額
費
用
）
の
仕
組
み
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
前
払
金
は
、
入
居
一
時
金
と
も
い
わ
れ
、
０
円

～
数
億
円
か
か
り
ま
す
。
各
施
設
で
は
、
入
居

し
た
ら
平
均
的
に
何
カ
月
間
生
活
す
る
か
（
想

定
居
住
期
間
）
が
、経
験
値
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
期
間
分
の
家
賃
を
全
額
前
払
い
す
る
も
の

で
す
（
た
だ
し
、
近
年
前
払
金
な
し
で
入
居
で

き
る
施
設
も
増
え
て
い
ま
す
）。

　
月
額
費
用
と
は
、
毎
月
必
要
な
居
住
費
（
施

設
で
働
く
職
員
の
給
与
、
建
物
の
維
持
修
繕
費

な
ど
）、
食
費
、
水
道
光
熱
費
な
ど
の
合
計
額

で
す
。
前
払
金
な
し
の
場
合
は
毎
月
の
家
賃
も
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居宅介護
サービス

訪問系サービス

訪問介護（ホームヘルプサービス） ★
訪問入浴介護 ★
訪問看護 ★
訪問リハビリテーション ★
居宅療養管理指導 ★

通所系サービス
通所介護（デイサービス） ★
通所看護 ★
通所リハビリテーション（デイケア） ★

短期入所系
サービス

短期入所生活介護（ショートステイ） ★
短期入所療養介護 ★

居住系サービス 特定施設入居者生活介護 ★

地域密着型サービス

夜間対応型訪問介護
認知症対応型通所介護　　　
小規模多機能型居宅介護                           
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護（グループホーム) ★
（要支援２のみ）

地域密着型特定施設入居者生活介護（小規模）
地域密着型介護老人福祉施設（小規模）
看護小規模多機能型居宅介護

施設介護サービス
介護老人福祉施設 （特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設
介護医療院・介護療養型医療施設

※要介護はすべて適用。要支援は右欄の★が付くサービスのみ適用。   

【図表1】 公的介護保険制度で利用できる介護サービス

種類
サービス付き
高齢者向け住
宅（サ高住）

住宅型
有料老人
ホーム

ケアハウス 公的介護保険３施設 介護付有料老人ホーム
グループ
ホーム自立型 介護型

介護老人福祉
施設（特別養
護老人ホーム）

介護老人
保健施設

介護医療院・
介護療養型医

療施設

入居時
自立型

介護型・
混合型

区分 民間／住宅系 公的／住宅系 公的／施設系 民間／施設系

入居者の
身体状況

自立 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 ×

要支援 〇 〇 × × × × × × 〇 要支援2

要介護 〇 〇 × 〇 要介護3以上 〇 〇 × 〇 〇

介護サービス ×
外部サービス利用

〇
施設職員により提供

入居時費用
(前払金)

0円〜
数千万円

0円〜
数千万円 0円〜数百万円 ０円 ０円 ０円 数百万円〜

数億円
0円〜

数千万円
0円〜

数十万円

居室面積 25㎡以上
18㎡以上（※1） 13㎡以上 21.6㎡以上（単身）

31.9㎡以上（夫婦） 10.65㎡以上 ８㎡以上 ８㎡以上
6,4㎡以上（※2） 13㎡以上 7.43㎡以上

【図表2】 主な高齢者施設・住宅の概要

（出典）岡本典子氏作成　一部編集
※1  十分な共用スペースを有する場合は18m2でも登録可。
※2  介護療養型医療施設の場合。
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施
設
」。
三
つ
目
は
、
療
養
生
活
が
必
要
な
人

向
け
の
「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型
医
療
施

設
（
２
０
２
４
年
３
月
ま
で
に
介
護
医
療
院
に

転
換
予
定
）」。
詳
し
い
説
明
は
、
次
章
で
民
間

の
施
設
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

民
間
・
公
的
施
設
を
含
め
た

高
齢
者
施
設
・
住
宅

　

こ
こ
ま
で
は
介
護
保
険
制
度
上
の
サ
ー
ビ
ス

別
に
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
民

間
の
施
設
も
加
え
て
、「
高
齢
者
施
設
・
住
宅
」

と
し
て
の
種
類
別
に
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

【
図
表
２
】。

　

高
齢
者
施
設
・
住
宅
は
、
大
き
く
「
住
宅
系
」

と
「
施
設
系
」
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、「
住
宅
系
」
は
、
文
字
通
り
住
ま
い
と

し
て
の
機
能
に
重
き
を
置
い
た
高
齢
者
向
け
住

宅
で
あ
り
、
独
自
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し

て
外
部
の
事
業
者
と
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
民
間
施
設
で
は
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
（
サ
高
住
）」、「
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
」
な
ど
が
「
住
宅
系
」
に
該
当
し
ま
す
。

公
的
施
設
は
自
立
型
・
介
護
型
の
２
種
類
に
分

か
れ
て
い
る
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
の
う
ち
、
自
立

型
の
場
合
の
み
「
住
宅
系
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
「
住
宅
系
」で
は
、要
介
護
度
が
高
く
な
る
と
、

「
外
部
サ
ー
ビ
ス
で
は
十
分
な
介
護
が
受
け
ら

れ
な
い
」、「
支
給
限
度
額
内
の
サ
ー
ビ
ス
で
は

不
足
し
、
自
己
負
担
分
が
高
額
に
な
る
」
と
い

っ
た
こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。
例
え
ば
、「
サ

高
住
」
で
は
、
認
知
症
と
な
り
、
ほ
か
の
入
居

者
に
迷
惑
行
為
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
退
去
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
、「
終
の
す
み
か
」

に
は
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
点
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、「
施
設
系
」
は
、
施
設
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
の
な
か
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
て
い
ま

す
。
公
的
施
設
に
は
前
述
の
「
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
介
護
老

人
保
健
施
設
」、「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
」
が
該
当
し
ま
す
。
入
居
時
に
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
月
額
費
用
と
し
て
５
万

円
～
17
万
円
が
か
か
り
ま
す
（
所
得
の
少
な
い

人
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
）。

　

民
間
施
設
の
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

で
は
、
入
居
時
費
用
は
０
円
～
数
億
円
、
月
額

費
用
（
介
護
費
用
を
除
く
）
と
し
て
11
万
円
～

80
万
円
か
か
り
ま
す
。
都
市
部
か
郊
外
か
と
い

っ
た
地
域
性
に
よ
っ
て
も
価
格
帯
は
幅
広
く
、

施
設
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

同
じ
く
民
間
施
設
の
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

で
は
、
入
居
時
費
用
は
０
円
～
数
十
万
円
、
月

額
費
用
（
介
護
費
用
を
除
く
）
と
し
て
12
万
円

～
20
万
円
か
か
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
定

員
が
９
人
、
も
し
く
は
18
人
と
小
規
模
で
あ
る

た
め
、
一
部
で
は
民
家
な
ど
の
比
較
的
小
さ
い

建
物
を
施
設
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
や
、

共
同
生
活
と
い
う
前
提
上
、
居
室
内
に
専
用
の

ト
イ
レ
や
洗
面
所
が
な
く
、
入
居
者
同
士
で
共

用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
公
的
施
設
と
比
較
し
て
も
大

差
な
い
水
準
の
費
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム

費
用
の
し
く
み

　

基
本
的
に
は
、
予
算
や
受
け
ら
れ
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
施
設
を
選
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
希
望
す
る
施
設
が
満
室
で
す
ぐ

に
入
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
３
施
設
（「
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
介
護
老

人
保
健
施
設
」、「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
」）
は
、
費
用
が
安
い
た
め
入
居
申

込
み
が
集
中
し
が
ち
で
す
が
、
要
介
護
度
が
高

い
、
介
護
す
る
人
が
い
な
い
、
緊
急
度
の
高
い

人
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
待
機
期
間
が
数
年
に

及
ぶ
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
間

の
待
機
が
難
し
く
、
民
間
の
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

民
間
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用

（
前
払
金
と
月
額
費
用
）
の
仕
組
み
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

前
払
金
は
、
入
居
一
時
金
と
も
い
わ
れ
、
０
円

〜
数
億
円
か
か
り
ま
す
。
各
施
設
で
は
、
入
居

し
た
ら
平
均
的
に
何
カ
月
間
生
活
す
る
か
（
想

定
居
住
期
間
）
が
、経
験
値
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
期
間
分
の
家
賃
を
全
額
前
払
い
す
る
も
の

で
す
（
た
だ
し
、
近
年
前
払
金
な
し
で
入
居
で

き
る
施
設
も
増
え
て
い
ま
す
）。

　

月
額
費
用
と
は
、
毎
月
必
要
な
居
住
費
（
施

設
で
働
く
職
員
の
給
与
、
建
物
の
維
持
修
繕
費

な
ど
）、
食
費
、
水
道
光
熱
費
な
ど
の
合
計
額

で
す
。
前
払
金
な
し
の
場
合
は
毎
月
の
家
賃
も
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種類
サービス付き
高齢者向け住
宅（サ高住）

住宅型
有料老人
ホーム

ケアハウス 公的介護保険３施設 介護付有料老人ホーム
グループ
ホーム自立型 介護型

介護老人福祉
施設（特別養
護老人ホーム）

介護老人
保健施設

介護医療院・
介護療養型医

療施設

入居時
自立型

介護型・
混合型

区分 民間／住宅系 公的／住宅系 公的／施設系 民間／施設系

入居者の
身体状況

自立 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 ×

要支援 〇 〇 × × × × × × 〇 要支援2

要介護 〇 〇 × 〇 要介護3以上 〇 〇 × 〇 〇

介護サービス ×
外部サービス利用

〇
施設職員により提供

入居時費用
(前払金)

0円〜
数千万円

0円〜
数千万円 0円〜数百万円 ０円 ０円 ０円 数百万円〜

数億円
0円〜

数千万円
0円〜

数十万円

居室面積 25㎡以上
※1（18㎡以上） 13㎡以上 21.6㎡以上（単身）

31.9㎡以上（夫婦） 10.65㎡以上 ８㎡以上 ８㎡以上
※2（6,4㎡以上） 13㎡以上 7.43㎡以上

【図表2】 主な高齢者施設・住宅の概要

（出典）岡本典子氏作成　一部編集
※1  十分な共用スペースを有する場合は18m2でも登録可。
※2  介護療養型医療施設の場合。

容
や
費
用
負
担
額
な
ど
は
お
住
ま
い
の
自
治
体

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
介
護
を
す
る
人
で
は
な

く
、
介
護
を
さ
れ
る
人
が
住
む
地
域
の
ケ
ー
ス

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
市
区

町
村
で
は
、
介
護
保
険
制
度
利
用
の
手
引
き
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
負
担
額
な
ど
を

含
め
、
制
度
概
要
や
利
用
手
順
な
ど
を
紹
介
し

た
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
役
所
の
窓
口
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
る

の
で
、「
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
の
か
」、「
介
護
費
用
は
ど
の
程
度
必
要
か
」

を
知
る
目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
介
護
保
険
で
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
【
図
表
１
】。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
状
態
区
分

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。要
介
護
認
定
で
あ
れ
ば
、

図
表
１
に
示
す
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
す
べ
て

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
要
支
援
認
定
で
あ
れ
ば
、

図
表
１
の
右
欄
に
★
が
付
い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
み
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
主
に
「
居
宅
介
護
」、

「
地
域
密
着
型
」、「
施
設
介
護
」
の
３
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

【
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
】

　「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
一
般
的
に
、

自
宅
に
住
み
な
が
ら
介
護
を
受
け
る
の
に
適
し

た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
例
え
ば
、訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

や
看
護
師
が
自
宅
へ
訪
問
し
て
介
護
や
看
護
、

生
活
支
援
を
す
る
「
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
」。
食

事
や
排
泄
、
買
い
物
代
行
な
ど
の
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ほ
か
に
は
、
日
中
は
施
設
に
通
い
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
入
浴
や
ラ
ン
チ
な
ど

の
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
「
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
」。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ

ア
が
代
表
例
で
、
介
護
を
さ
れ
る
人
の
ス
ト
レ

ス
解
消
に
加
え
、
自
宅
で
介
護
を
す
る
家
族
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
施
設
に
短
期
間
入
所
し
て
、
日

常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。

介
護
を
す
る
人
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一

時
的
に
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
場
合
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
後
は
、
自
宅
か
ら
施
設
に
移
り
住
ん
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」。「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
指
定

を
受
け
た
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
型

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
一
見
、
介
護
施
設
と
考
え
が

ち
で
す
が
、
介
護
保
険
上
は
「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」
の
一
つ
と
分
類
さ
れ
ま
す
。

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

　「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
要
支
援
・
要

介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
が
、
無
理
な
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
す

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
者
は
原
則
と

し
て
、
そ
の
市
区
町
村
の
住
民
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
訪
問
介
護
・
看
護
の
よ
う
な
「
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
似
た
サ
ー
ビ
ス
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の

特
徴
は
、
小
規
模
な
施
設
で
顔
な
じ
み
の
職
員

か
ら
介
護
や
看
護
を
受
け
た
り
、
自
宅
で
頻
繁

に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
身
の
回
り
の
こ

と
が
で
き
る
要
支
援
２

以
上
の
認
知
症
の
人
が

５
人
～
９
人
で
共
同
生

活
を
行
う
「
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

24
時
間
対
応
で
１
日

に
短
時
間
、
複
数
回
訪

問
介
護
・
看
護
を
受
け

ら
れ
る
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
」、
さ
ら
に
は

「
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
」、「
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介

護
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、「
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
と
し
て
、「
通
い
」、「
訪
問
」、「
泊

ま
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。「
居
宅
介
護
」
の
場
合
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
契
約
・
手
続
き
を
し
、
事
業

者
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」、「
看
護
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
諸

手
続
き
や
事
業
者
選
び
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま

す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
特
定
の
一

つ
の
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
た
め
、
顔
な
じ

み
の
職
員
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
安
心
感
も
あ
り
ま
す
。

【
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
】

　「
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、「
介
護
状
態
が

深
刻
で
常
時
介
護
が
必
要
」、「
自
宅
に
住
み
な

が
ら
介
護
を
受
け
る
の
が
難
し
い
」
場
合
に
施

設
に
入
所
し
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
施
設
は
、
以
下
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
一
つ
目
は
、
医
療
は
不
要
で
す
が
、
常
時

介
護
が
必
要
な
要
介
護
３
以
上
の
人
が
申
し
込

め
る
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）」。
二
つ
目
は
、
在
宅
復
帰
を
め
ざ
し

３
カ
月
間
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
「
介
護
老
人
保
健

施
設
」。
三
つ
目
は
、
療
養
生
活
が
必
要
な
人

向
け
の
「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型
医
療
施

設
（
２
０
２
４
年
３
月
ま
で
に
介
護
医
療
院
に

転
換
予
定
）」。
詳
し
い
説
明
は
、
次
章
で
民
間

の
施
設
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

民
間
・
公
的
施
設
を
含
め
た

高
齢
者
施
設
・
住
宅

　
こ
こ
ま
で
は
介
護
保
険
制
度
上
の
サ
ー
ビ
ス

別
に
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
民

間
の
施
設
も
加
え
て
、「
高
齢
者
施
設
・
住
宅
」

と
し
て
の
種
類
別
に
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

【
図
表
２
】。

　
高
齢
者
施
設
・
住
宅
は
、
大
き
く
「
住
宅
系
」

と
「
施
設
系
」
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、「
住
宅
系
」
は
、
文
字
通
り
住
ま
い
と

し
て
の
機
能
に
重
き
を
置
い
た
高
齢
者
向
け
住

宅
で
あ
り
、
独
自
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し

て
外
部
の
事
業
者
と
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
民
間
施
設
で
は
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
（
サ
高
住
）」、「
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
」
な
ど
が
「
住
宅
系
」
に
該
当
し
ま
す
。

公
的
施
設
は
自
立
型
・
介
護
型
の
２
種
類
に
分

か
れ
て
い
る
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
の
う
ち
、
自
立

型
の
場
合
の
み
「
住
宅
系
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　「
住
宅
系
」で
は
、要
介
護
度
が
高
く
な
る
と
、

「
外
部
サ
ー
ビ
ス
で
は
十
分
な
介
護
が
受
け
ら

れ
な
い
」、「
支
給
限
度
額
内
の
サ
ー
ビ
ス
で
は

不
足
し
、
自
己
負
担
分
が
高
額
に
な
る
」
と
い

っ
た
こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。
例
え
ば
、「
サ

高
住
」
で
は
、
認
知
症
と
な
り
、
ほ
か
の
入
居

者
に
迷
惑
行
為
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
退
去
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
、「
終
の
す
み
か
」

に
は
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
点
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、「
施
設
系
」
は
、
施
設
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
の
な
か
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
て
い
ま

す
。
公
的
施
設
に
は
前
述
の
「
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
介
護
老

人
保
健
施
設
」、「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
」
が
該
当
し
ま
す
。
入
居
時
に
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
月
額
費
用
と
し
て
５
万

円
～
17
万
円
が
か
か
り
ま
す
（
所
得
の
少
な
い

人
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
）。

　
民
間
施
設
の
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

で
は
、
入
居
時
費
用
は
０
円
～
数
億
円
、
月
額

費
用
（
介
護
費
用
を
除
く
）
と
し
て
11
万
円
～

80
万
円
か
か
り
ま
す
。
都
市
部
か
郊
外
か
と
い

っ
た
地
域
性
に
よ
っ
て
も
価
格
帯
は
幅
広
く
、

施
設
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

同
じ
く
民
間
施
設
の
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

で
は
、
入
居
時
費
用
は
０
円
～
数
十
万
円
、
月

額
費
用
（
介
護
費
用
を
除
く
）
と
し
て
12
万
円

～
20
万
円
か
か
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
定

員
が
９
人
、
も
し
く
は
18
人
と
小
規
模
で
あ
る

た
め
、
一
部
で
は
民
家
な
ど
の
比
較
的
小
さ
い

建
物
を
施
設
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
や
、

共
同
生
活
と
い
う
前
提
上
、
居
室
内
に
専
用
の

ト
イ
レ
や
洗
面
所
が
な
く
、
入
居
者
同
士
で
共

用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
公
的
施
設
と
比
較
し
て
も
大

差
な
い
水
準
の
費
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム

費
用
の
し
く
み

　
基
本
的
に
は
、
予
算
や
受
け
ら
れ
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
施
設
を
選
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
希
望
す
る
施
設
が
満
室
で
す
ぐ

に
入
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
公
的
介
護
保
険
３
施
設
（「
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
介
護
老

人
保
健
施
設
」、「
介
護
医
療
院
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
」）
は
、
費
用
が
安
い
た
め
入
居
申

込
み
が
集
中
し
が
ち
で
す
が
、
要
介
護
度
が
高

い
、
介
護
す
る
人
が
い
な
い
、
緊
急
度
の
高
い

人
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
待
機
期
間
が
数
年
に

及
ぶ
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
間

の
待
機
が
難
し
く
、
民
間
の
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
民
間
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用

（
前
払
金
と
月
額
費
用
）
の
仕
組
み
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
前
払
金
は
、
入
居
一
時
金
と
も
い
わ
れ
、
０
円

～
数
億
円
か
か
り
ま
す
。
各
施
設
で
は
、
入
居

し
た
ら
平
均
的
に
何
カ
月
間
生
活
す
る
か
（
想

定
居
住
期
間
）
が
、経
験
値
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
期
間
分
の
家
賃
を
全
額
前
払
い
す
る
も
の

で
す
（
た
だ
し
、
近
年
前
払
金
な
し
で
入
居
で

き
る
施
設
も
増
え
て
い
ま
す
）。

　
月
額
費
用
と
は
、
毎
月
必
要
な
居
住
費
（
施

設
で
働
く
職
員
の
給
与
、
建
物
の
維
持
修
繕
費

な
ど
）、
食
費
、
水
道
光
熱
費
な
ど
の
合
計
額

で
す
。
前
払
金
な
し
の
場
合
は
毎
月
の
家
賃
も
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居宅介護
サービス

訪問系サービス

訪問介護（ホームヘルプサービス） ★
訪問入浴介護 ★
訪問看護 ★
訪問リハビリテーション ★
居宅療養管理指導 ★

通所系サービス
通所介護（デイサービス） ★
通所看護 ★
通所リハビリテーション（デイケア） ★

短期入所系
サービス

短期入所生活介護（ショートステイ） ★
短期入所療養介護 ★

居住系サービス 特定施設入居者生活介護 ★

地域密着型サービス

夜間対応型訪問介護
認知症対応型通所介護　　　
小規模多機能型居宅介護                           
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護（グループホーム) ★
（要支援２のみ）

地域密着型特定施設入居者生活介護（小規模）
地域密着型介護老人福祉施設（小規模）
看護小規模多機能型居宅介護

施設介護サービス
介護老人福祉施設 （特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設
介護医療院・介護療養型医療施設

※要介護はすべて適用。要支援は右欄の★が付くサービスのみ適用。   

【図表1】 公的介護保険制度で利用できる介護サービス

種類
サービス付き
高齢者向け住
宅（サ高住）

住宅型
有料老人
ホーム

ケアハウス 公的介護保険３施設 介護付有料老人ホーム
グループ
ホーム自立型 介護型

介護老人福祉
施設（特別養
護老人ホーム）

介護老人
保健施設

介護医療院・
介護療養型医

療施設

入居時
自立型

介護型・
混合型

区分 民間／住宅系 公的／住宅系 公的／施設系 民間／施設系

入居者の
身体状況

自立 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 ×

要支援 〇 〇 × × × × × × 〇 要支援2

要介護 〇 〇 × 〇 要介護3以上 〇 〇 × 〇 〇

介護サービス ×
外部サービス利用

〇
施設職員により提供

入居時費用
(前払金)

0円〜
数千万円

0円〜
数千万円 0円〜数百万円 ０円 ０円 ０円 数百万円〜

数億円
0円〜

数千万円
0円〜

数十万円

居室面積 25㎡以上
18㎡以上（※1） 13㎡以上 21.6㎡以上（単身）

31.9㎡以上（夫婦） 10.65㎡以上 ８㎡以上 ８㎡以上
6,4㎡以上（※2） 13㎡以上 7.43㎡以上

【図表2】 主な高齢者施設・住宅の概要

（出典）岡本典子氏作成　一部編集
※1  十分な共用スペースを有する場合は18m2でも登録可。
※2  介護療養型医療施設の場合。
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必
要
で
す
。
食
費
（
１
日
３
食
）
は
５
万
円
～

７
万
円
位
、
水
道
光
熱
費
は
１
万
円
～
１・５
万

円
位
が
目
安
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
介
護
費
用

や
オ
ム
ツ
代
、
生
活
費
が
必
要
で
す
。
介
護
費

用
は
、
要
介
護
度
別
に
定
額
で
す
が
、
自
己
負

担
分
は
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
（
１
割
～

３
割
）。

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用
の
目
安

は
、
家
賃
を
除
い
た
10
万
円
～
20
万
円
位
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
分
で
す
が
、
介
護
体
制
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
国
の
定

め
る
最
低
基
準
（
要
介
護
者
３
人
に
対
し
て
介

護
職
員
１
人
）
よ
り
も
介
護
職
員
を
多
く
配
置

し
手
厚
い
介
護
を
行
う
施
設
も
あ
り
、そ
の
分
、

月
額
費
用
も
高
く
設
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
居

室
を
広
く
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
さ
せ
た
高

級
志
向
の
施
設
や
、
認
知
症
の
人
に
合
わ
せ
た

介
護
メ
ソ
ッ
ド
を
取
り
入
れ
た
施
設
、
食
事
の

内
容
に
力
を
入
れ
た
施
設
な
ど
、
独
自
の
付
加

価
値
を
備
え
た
施
設
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用
の
設
定
で

は
、
同
じ
居
室
で
も
、
入
居
時
の
年
齢
に
よ

り
、
前
払
金
を
段
階
的
に
変
え
て
い
る
施
設

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
入
居
時
年
齢
の
低

い
人
は
想
定
居
住
期
間
が
長
く
な
る
た
め
高

く
、
入
居
時
年
齢
が
高
い
人
ほ
ど
短
く
な
る
の

で
前
払
金
は
安
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
首
都

圏
の
あ
る
施
設
の
前
払
金
は
、
65
歳
～
74
歳
は

２
２
４
０
万
円
（
想
定
居
住
期
間
９
年
）、
75

歳
～
79
歳
は
１
９
９
０
万
円
（
同
８
年
）、
80

歳
～
84
歳
は
１
７
４
０
万
円
（
同
７
年
）、
85

歳
～
89
歳
は
１
４
９
０
万
円
（
同
６
年
）、
90

歳
以
上
は
１
０
０
０
万
円
（
同
５
年
）
で
す
。

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
選
択
の

プ
ロ
セ
ス

　

最
期
ま
で
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
「
終
の
す

み
か
」
と
な
る
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
選

ぶ
に
は
、
急
が
ず
、
じ
っ
く
り
と
、︻
図
表
３
︼

の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
選
択
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
１
は
、
保
有
資
産
の
棚
卸
し
を
行

い
、
年
金
な
ど
の
毎
月
の
収
入
を
書
き
出
し
ま

す
。
そ
し
て
、
平
均
余
命
、
身
体
状
況
の
ほ
か
、

長
生
き
家
系
か
否
か
な
ど
も
考
慮
し
、
あ
と
何

年
施
設
で
生
活
す
る
か
を
決
め
ま
す
。
例
え
ば
、

10
年
間
介
護
生
活
が
続
く
と
す
る
と
、
月
額
費

用
が
い
く
ら
不
足
す
る
か
、
そ
れ
を
保
有
資
産

か
ら
差
し
引
き
、
予
備
費
用
を
あ
る
程
度
は
取

っ
て
お
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
前
払
金
が
い
く

ら
位
ま
で
の
施
設
な
ら
可
能
で
あ
る
か
を
割
り

出
し
ま
す（
経
済
性
の
合
致
す
る
範
囲
の
決
定
）。

　

ス
テ
ッ
プ
２
は
、
具
体
的
に
候
補
施
設
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
１
０
０
％
満
足
で
き
る

施
設
は
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
こ
れ
だ
け
は

譲
れ
な
い
と
い
う
条
件
を
書
き
出
し
、
入
居
施

設
に
求
め
る
条
件
の
優
先
順
位
を
決
め
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
３
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
高
齢

者
施
設
・
住
宅
関
連
の
雑
誌
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
情
報
収
集
し
、
候
補
と
な
り
そ
う
な
施
設
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
重
要
事
項
説
明
書
を
取
り
寄

せ
ま
す
。
事
業
主
体
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
職
員

体
制
、
費
用
全
般
、
入
居
状
況
（
一
つ
の
目
安

と
し
て
、
入
居
率
が
80
％
以
上
で
あ
る
か
否
か

な
ど
）
を
検
討
し
、
経
営
の
健
全

性
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
４
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
２

で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
条
件
と
合
致

す
る
10
施
設
程
度
に
候
補
を
絞
り

込
み
、
見
学
日
時
を
決
め
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
５
で
は
、
自
分
や
家
族

が
実
際
に
見
学
し
入
居
者
の
様
子

や
職
員
の
対
応
な
ど
を
自
分
の
目

で
見
極
め
ま
す
。
例
え
ば
、
ラ
ン

チ
を
試
食
す
る
な
ど
、「
五
感
」
を

フ
ル
に
活
用
し
、
心
地
よ
く
暮
ら
せ

そ
う
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
６
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
５

の
見
学
で
好
印
象
を
持
っ
た
施
設

に
数
泊
体
験
入
居
し
、
数
日
間
実

際
に
介
護
を
受
け
て
生
活
し
て
み

ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
７
で
は
、
見
学
や
体

験
入
居
を
通
し
て
、
こ
の
施
設
な
ら
「
終
の
す

み
か
」
と
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
そ
う
だ
と

い
う
１
施
設
に
絞
り
込
み
ま
す
。
絞
り
込
む
の

が
難
し
け
れ
ば
、
体
験
入
居
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
最
終
的
に
納

得
で
き
れ
ば
入
居
契
約
に
進
み
ま
す
。
し
か
し
、

絞
り
込
ん
で
は
み
た
も
の
の
不
安
が
残
る
と

か
、
気
持
ち
が
乗
り
切
ら
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
見
学
や
体
験
入
居
を
進
め
る
う
ち

に
、
優
先
順
位
の
立
て
方
が
間
違
っ
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
た
り
、
自
分
に
と
っ
て
は
こ
ち
ら

の
条
件
を
重
視
し
て
選
択
し
た
い
と
い
う
こ
と

が
明
確
に
な
れ
ば
、
再
度
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
直

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
外
部
の
手
を
借
り
て
検
討
し
た
い
場

合
は
、「
老
人
ホ
ー
ム
紹
介
セ
ン
タ
ー
」
と
い

っ
た
民
間
の
介
護
施
設
紹
介
業
者
を
利
用
す
る

と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
（
相
談
者
か
ら
は

手
数
料
を
取
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
）。
特
定
の
施
設
を
紹
介
さ
れ
た
際
は
、
そ

れ
以
外
の
施
設
も
比
較
検
討
し
、
最
終
的
に
は

自
分
で
納
得
し
た
う
え
で
契
約
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
「
終
の
す
み
か
」
の
選
択
に
は
、
時
間
的
な

余
裕
を
持
っ
て
、
早
め
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
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【図表3】 介護付有料老人ホーム選択のプロセス

（出典）岡本典子氏作成　一部編集

ステップ １

ステップ ２

ステップ ３

ステップ ４

ステップ ５

ステップ ６

ステップ ７

保有資産の棚卸し
　入居施設・住宅の金額的な目安を定める

優先順位を決める
　「100％満足」はないが、求める条件に優先順位をつける

情報を収集する
　パンフレットや重要事項説明書を取り寄せ、健全性などを確認する

候補を絞り込む
　10施設程度に候補を絞り込む

見学
　自分の目で確認し、〇×で絞り込む

体験入居
　見学で〇の施設・住宅に体験入居し、さらに〇×で絞り込む

最終的に1施設に絞り込む
　季節を変え、再度体験入居することが望ましい

OK（契約） NG（保留）
少し時間をおき、ステップ2から再検討
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最
後
に
～

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
に
伴
い
、
昨
今
は
介

護
生
活
も
長
引
く
な
か
、
介
護
を
す
る
人
・
さ

れ
る
人
の
双
方
に
と
っ
て
、
無
理
の
な
い
介
護
ス

タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
介
護
状
態
に
合
わ
せ
た
外

部
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
必
要
な
場
合
は
生

涯
を
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
施
設
の
選
択
が
鍵

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

介
護
は
い
つ
終
わ
り
を
迎
え
る
の
か
が
明
確

で
は
な
く
、
長
期
戦
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
必
要
に
な
っ
て
か
ら
、

介
護
や
高
齢
者
施
設
・
住
宅
に
関
す
る
情
報
を

的
確
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
の
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
元
気
な
う
ち
か
ら
予
備
知
識
を
備
え
て
お

く
こ
と
で
慌
て
ず
に
先
を
見
据
え
た
最
適
解
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
家
族
全

員
で
一
丸
と
な
っ
て
長
い
闘
い
を
乗
り
切
る
た
め

に
も
、
お
互
い
に
と
っ
て
身
体
的
・
精
神
的
負
担

を
最
大
限
減
ら
せ
る
よ
う
な
介
護
プ
ラ
ン
を
日

ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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監修：岡本典子  （おかもと・のりこ）

ファイナンシャルプランナー（ＣＦＰ ®、1 級ＦＰ技能
士）、住宅ローンアドバイザー、終活アドバイザー、東京
都金融広報アドバイザー、ＦＰ事務所を経営。介護付有
料老人ホーム、サービス付高齢者向け住宅など、220 カ
所を訪問。シニアライフを安心・安全・安寧に過ごせる

「終のすみか」を探される方の住み替えコンサルティング
に力を注いでいる。全国で講演を行うほか、著書に『後
悔しない 高齢者施設・住宅の選び方』( 日本実業出版社）
がある。

　私の母は父に先立たれ、都心から１
時間程度離れた郊外で一人暮らしを
していました。子どもは長男の私と妹
３人の４人兄妹でしたが、みんな実
家からは離れた都心に住んでいます。
　母親は75歳のときに突然認知症を
発症し、介護生活となりました。兄
妹みんな家庭や仕事があり、母親と
一緒に住んで介護をすることは難し
かったため、介護保険制度による訪
問介護やデイサービスを利用して自
宅で介護を受けることにしました。
　私たち兄妹はできる限り、週末や
介護休暇を取れる日には交代で母の
元へ通い、介護を援助することにし
ました。そのときに兄妹間で介護の
負担が偏らないようにあるルールを
設けました。介護を「出来高払い」
として、交通費分を含め、半日行け
ば5,000円、一日行けば8,000円と
金額を設定したのです。母親の同意
を得て、毎月の介護費用分に充てる
共有の財布をつくり、そこから介護
に行く都度、該当する金額をもらう
ことにしました。さらに家計簿をつ
けて可視化することで、透明性を保
ちました。母が亡くなるまでの５年
間、このルールを続け、葬式費用は
共有の財布から残った金額を充当し、
不足分はみんなで均等に出しました。
　５年間の介護生活は、家族にとっ
て長い闘いでしたが、母と兄妹４人
があまり無理することなく、協力し
あうことができたと思います。経済
的負担や兄妹間の不公平感を最大限
減らすように、家族で話し合いの時
間を持つことが必要不可欠だと思い
ます。

家族全員が
無理のない介護生活を送る
秘訣を聞きました。

介
護
離
職
と
は
？

　

介
護
離
職
と
は
、
親
や
配
偶
者
な
ど
の
介
護
が
負
担

で
介
護
と
仕
事
の
両
立
が
困
難
に
な
り
、
介
護
を
す
る

人
が
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。
平
成

29
年
の
総
務
省
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

介
護
離
職
を
す
る
人
（
介
護
・
看
護
の
た
め
に
過
去
1

年
間
に
前
職
を
離
職
し
た
者
）
は
年
間
に
約
10
万
人
、

平
成
24
年
と
比
較
す
る
と
、
と
く
に
、
男
性
の
割
合
が

19
・
９
％
〜
24
・
０
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
辞

め
る
と
収
入
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、
自
身
の
生
活
や
老

後
に
窮
す
る
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
介
護

す
る
人
・
さ
れ
る
人
が
共
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

介
護
に
専
念
し
た
い
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
す

べ
て
を
背
負
い
過
ぎ
ず
、
介
護
保
険
制
度
を
活
用
す
る

な
ど
外
部
の
サ
ー
ビ
ス
を
頼
っ
た
り
、
介
護
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
す
る
国
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

介
護
離
職
を
避
け
る
二
つ
の
公
的
制
度

●
「
介
護
休
業
制
度
」

　
「
介
護
休
業
制
度
」
と
は
労
働
者
が
２
週
間
以
上
の
期

間
に
わ
た
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る

対
象
家
族
（
※
１
）
を
介
護
す
る
た
め
に
一
定
期
間
休

業
で
き
る
制
度
で
す
。
休
業
期
間
は
介
護
に
充
て
る
期

間
と
い
う
よ
り
も
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
け

て
、介
護
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
す
。「
育

児
・
介
護
休
業
法
（
※
２
）」
を
根
拠
と
し
た
制
度
で
、

事
業
者
は
労
働
者
が
介
護
休
業
を
申
し
出
た
場
合
、
拒

否
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
出
は
対
象
家
族
１
人

に
つ
き
３
回
ま
で
、
合
計
93
日
間
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
休
業
中
の
賃
金
は
給
料
の
67
％
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

遠
方
で
暮
ら
す
親
の
介
護
生
活
の
基
盤
づ
く
り
や
介

護
施
設
探
し
、
入
居
の
際
に
数
日
休
む
場
合
な
ど
に
は

有
効
で
す
。

（
※
１
）�

事
実
婚
を
含
む
配
偶
者
、
実
父
母
、
配
偶
者
の

父
母
、
子
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
。

（
※
２
）�

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護

を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
。

●
「
介
護
休
暇
」

　
「
介
護
休
暇
」
も
「
介
護
休
業
制
度
」
と
同
様
に
、育
児
・

介
護
休
業
法
を
根
拠
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
対
象
家
族

も
同
じ
で
す
。
１
年
間
（
※
３
）
で
、
有
給
休
暇
と
は

別
に
、
最
大
５
日
間
、
介
護
対
象
が
２
人
以
上
の
場
合

は
10
日
間
の
休
暇
を
取
得
で
き
、
半
日
単
位
の
取
得
も

可
能
な
の
で
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
休
暇
中
の

賃
金
に
関
し
て
は
、
法
律
上
の
定
め
は
な
く
、
各
事
業

者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
３
）�

事
業
者
が
年
度
を
と
く
に
決
め
な
い
場
合
は
毎

年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
。

　

こ
こ
で
は
、
介
護
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
の
代
表

的
な
二
つ
の
制
度
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
働
き
方
改
革
」

が
進
む
な
か
、
介
護
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

例
え
ば
、
介
護
休
業
制
度
の
期
間
を
１
年
間
に
延
長
す

る
な
ど
と
い
っ
た
独
自
の
上
乗
せ
制
度
に
取
り
組
み
始

め
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
見
舞
金
を
支
給

し
た
り
、
休
業
後
の
職
場
復
帰
の
支
援
に
力
を
入
れ
る

企
業
も
あ
り
ま
す
。

　
「
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
」、

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」
の
活
用
も
含
め
、
職
場
全
体
で

ひ
い
て
は
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
合
っ
て
い
く
と
い

う
介
護
保
険
制
度
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
介
護
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
方
や
支
援
制
度

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
ご
自
身
の

勤
め
先
の
就
業
規
則
を
確
認
す
る
ほ
か
、
最
寄
り
の
都

道
府
県
労
働
局
や
市
区
町
村
に
あ
る
窓
口
、
居
住
地
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

       介護経験者の声
母親の介護を5年間経験した
都内在住のＡさん（57歳）。

介
護
で
仕
事
を
辞
め
な
い
た
め
に
、公
的
制
度
を
最
大
限
活
用
し
よ
う
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